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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、中国語の語彙史研究において、旧白話の語彙が現代中国語の中にどのように継承されているかを
究明することが、語彙の盛衰を見る上で非常に有意義との考えから、とくに現代共通語では既に消失している
旧白話語彙が、現代方言に残存･継承されている場合に焦点を当てて、白話小説の『醒世姻縁傳』に見られる方
言語彙を現代の方言語彙と比較研究したものである。 
 まず「共通語語彙」と「方言語彙」の概念、使用範囲、用法、釈義などを明瞭にした後、『醒世姻縁傳』から
約1200語の「方言語彙」を抽出して、個々に考察を加えている。対象とした『醒世姻縁傳』は、17世紀に書か
れたと見られる白話小説であるが、山東方言が多く使用されていることから、現代語との関連を知る上で貴重
な言語資料として、従来から注目されている作品である。中国近世の白話小説は、当時の通語（官話）で描か
れているのがほとんどであるが、個々の作品により南方系または北方系の方言語彙が比較的多く含まれている
例が認められ、代表作に限って見ても、北方方言語彙が優勢の資料と南方方言語彙が優勢の資料とに分けるこ
とができる。 
【現代北方方言系語彙に多く残存する歴史的な流れ】 
 元曲・諸宮調→『金瓶梅詞話』→『醒世姻縁傳』→『紅楼夢』→『兒女英雄傳』 
【現代南方方言系語彙に多く残存する歴史的な流れ】 
 『水滸傳』→『拍案驚奇』→『儒林外史』→『官場現形記』、『二十年目睹之怪現状』 
本論文では、『醒世姻縁傳』を主要材料に選出した理由として、語彙史研究の上で重要な位置を占めること、作
者の出身地域（山東省）の口語語彙が非常に多く出現していること、長編で且つ様々な階層の人物が登場する
ので、言語資料として豊富な内容を持つことなどの点を挙げている。 
 『醒世姻縁傳』中から抽出した約1200語の「方言語彙」に対しては、まず単音節語（第一章）、軽声を伴う複
音節語（第二章）、一般の複音節語（第三章）に大きく分け、さらにそれぞれを品詞に応じて分類し、検討して
いる。その結果、現代方言に残存する『醒世姻縁傳』中の語彙に関する、本論文の具体的な研究成果として、
以下の点を挙げている。 
・現代方言に残存・継承される語としては、山東方言が特に多いこと。また共通語になり得ていない「潜在的
方言」（共通語と方言の中間に位置すると判断される語彙）も少なくないこと。 
・軽声を伴う複音節語が非常に多いこと。 
・あて字（同音仮借）が非常に多く、かつ現代共通語と発音が同じでも、漢字標記が異なれば方言になること｡ 
・とくに単音節語に、旧白話独特の用法が多く見られること。 
 最後に、方言語彙を明確にすることは、共通語の語彙も明確になるのであり、それは共通語の普及推進、即
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ち中国語の規範化においても、重要な意義を持つことであると結論づけている。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文では、まず研究目的、研究方法、及びテキストや資料の取り扱い方等を整理した上で、全体を三つの
章に分けて詳細に検討を加えている。研究方法については、「共通語語彙」と「方言語彙」の概念、使用範囲、
用法、釈義などを明瞭にすることから論を起こし、本論文での姿勢を明確にしている。その際最も基本となる
「共通語語彙」と「方言語彙」の扱いについては、現代中国語の規範化を推進する基本的な辞書類に無標示で
収録されている語彙を「共通語語彙」と認定し、これら基本的な辞書類のいずれかに<方>符号標示、または「方
言」と表示されているもの、および各種方言辞典類に方言語彙として収録されている語彙を「方言語彙」と認
定している。その上で、「共通語語彙」の認定に用いた辞書類に採録されていない語彙は「現代共通語に残存（継
承）していない語彙」と判断し、またこれらに方言語彙として採録されていれば、「現代方言に残存（継承）し
ている語彙」と判断を下している。さらに「共通語語彙」の中でも、地域によって方言としての意味機能を有
している場合は、これを「潜在的方言語彙」と考えて、やはり方言語彙として取り扱っている。共通語か方言
かという認定は、流動的な側面があるだけに容易ではないが、本論文の採用した判断基準が現状では最も妥当
性が高いであろう。 
 本論文で対象とした『醒世姻縁傳』は、17世紀に書かれたと見られる白話小説であるが、山東方言が多く使
用されていることから、小説としての内容だけでなく、現代語との関連を知る上で貴重な言語資料として、従
来から注目されている作品である。本論文では、この『醒世姻縁傳』から約1200語の「方言語彙」を抽出し、
単音節語（第一章）、軽声を伴う複音節語（第二章）、一般の複音節語（第三章）に大きく分け、さらに単音節
語については、名詞、代詞、量詞、動詞、形容詞、副詞、介詞、接続詞、助詞および語素の10種、軽声を伴う
複音節語については重畳型、方向動詞、接尾辞を伴う語など５種、一般の複音節語については、名詞、代詞、
動詞、形容詞、量詞、助動詞、副詞、接続詞、接尾辞、連語、成語、熟語、諺語の13種に、それぞれ分類し、
『醒世姻縁傳』当時の語彙が現代方言に残存している場合、どういう語がどの地域に存在するのか、そしてそ
の語彙が示す意義はどのようなものかなどの点を中心に、個々に考察を加えている。 
 その方法として、まず「方言語彙」と認定したものを各種方言辞典類を参照して、どの地域の方言であるか、
とくに北方系統であるのか、南方系統であるのかを可能な限り明らかにしている。また共通語と異なる意味が
どういう経緯で生まれたかも、極力解明しようと試みている。この点は本論文の一つの見所であり、近世語彙
の研究者である植田氏の学識がよく現れている点である。そして『醒世姻縁傳』の用例を通じて当時の意味を
確定し、現代の方言としての意味と比較検討して、方言語彙としての使われ方を明らかにしている。また『醒
世姻縁傳』の用例のみならず、『石頭記』（『紅楼夢』）、『兒女英雄傳』など、他の主要な近世白話小説からも多
くの例を引き、それを検討することによって、作品を通じた語彙の継承情況をも明らかにしている。この点は
本論文のもう一つの見所であり、膨大な白話資料の中から有効な用例を探し出すという甚だ困難な作業を行い
得たのは、氏の長年にわたる研究の蓄積が有って始めて可能なことであったと思われる。 
 また方言語彙間の同義語、類義語の差異、方言語彙と共通語との用法上の差異などについてもあわせて解明
しようとしている。これは例えば、「一緒に」を表す方言語“一搭”と共通語“一起”はどのように異なるのか、
また「言うことを聞く」、「従う」を表す方言語“調貼”（条貼）、“聴説”、“探業”等と共通語“服従”、“聴話”
等はどのように異なるのか、といった点である。 
 これらの検討を通じて、現代方言に残存する『醒世姻縁傳』中の語彙に関する、本論文の具体的な研究成果
として、以下の点を挙げている。 
・現代方言に残存・継承される語としては、山東方言が特に多いこと。 
 また共通語になり得ていない「潜在的方言」（共通語と方言の中間に位置すると判断される語彙）も少なくな
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いこと。 
・軽声を伴う複音節語が非常に多いこと。 
・あて字（同音仮借）が非常に多く、かつ現代共通語と発音が同じでも、漢字標記が異なれば方言になること｡ 
・とくに単音節語に、旧白話独特の用法が多く見られること。 
 最後に、方言語彙を明確にすることは、共通語の語彙も明確になるのであり、それは共通語の普及推進、即
ち中国語の規範化においても、重要な意義を持つことであると結論づけている。まことに尤もな指摘であり、
本論文の主たる意義もそこにある。 
 本論文は大変精緻な考察によって成り立っており、方言という観点から近世語と現代語を繋ぐ貴重な成果で
ある。とくに明末清初から現代中国語までの語彙の変遷について、丹念に考察を加えている点は本論文の大き
な特徴であり、従来の研究の欠を補うものと言える。この研究成果を踏まえるなら、方言の辞書を編纂するこ
とも難しくないと思われ、今後の氏の研究の発展が期待される。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値すると認められる。 
